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私はこれまで、陸上競技を通して多くの仲間（チームメイト、恩師、友人、生徒、夫）に恵まれ、楽しい競技

人生を送ることができました。体力、気力、自信をつけてくれたのも陸上競技です。現在、仕事と子育てに追わ

れる毎日で、競技に関わり続けることに非常に難しさを感じています。そんな中、長崎陸上競技協会では、２０

０２年に女性委員会が発足し、昨年からは、保育部が設置されるなど、女性の活躍できる場を確保しようと多く

の方々が努力されています。 

今回は、女性としての立場で、これまで私自身が悩んだり、考えたりしてきたことを、女性を取り巻く環境の

変化とともに、図に示してみました。これからも大好きな陸上競技に関わり続けることができるように、女性部

の皆さんと協力していけるようにしたいと思っています。そして、一緒に楽しく陸上競技に関わる女性が増えて

いくことを願っています。 

 

（陸上競技への関わり方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生時代 

 

 

 

 

学生時代 

・高いモチベーション 

・練習環境の充実 

（指導者・練習場所・練習時間・仲間） 

・保護者からの援助 

 

社会人 

中・高年 

・生活環境の変化 

（就職・結婚・出産） 

・練習時間の減少 

・体力の低下 

・生活の安定 

・余暇時間の充実 

（子育て・孫の世話・介護・趣味） 

・健康への関心↑ 

競技者 

・競技者 

・指導者 

・役員 

・審判員 

・観戦者 

  など 

練習に打ち込める環境が整って

おり、競技だけに集中できる。 

月経などの影響で、体調や心理

面の不安定さがあることがあ

る。 

 

 

今後は、好きな陸上競技に関わ

りながら、楽しく生活していき

たい。ゆとりがあれば競技者と

して復帰したい。（願望） 

※女性部の活動をうまく 

利用して・・・ 

生活環境が大きく変化したことで、気

持ちのゆとりがなく、競技に関わる時

間の確保も難しくなり、陸上競技を続

けていくことに難しさを感じる。 

女性（娘、母、妻、嫁）として様々な 

制限もあるが、うまくやりこなし 

ながら陸上競技を楽しみたい。 


